
会
社
の
都
合
に
よ
り
就
業
で
き
な
い
場
合
、
労
働
者
に
平
均
賃
金

の
６
割
以
上
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
休
業
手
当
と

い
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
休
業
手
当
の
概
要
を
解
説
し
ま
す
。

社
会
保
険
労
務
士
法
人
せ
ん
だ
事
務
所

特
定
社
会
保
険
労
務
士

専　

田　

晋　

一
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・
資
金
難

・
機
械
・
生
産
設
備
の
故
障
に
よ
る
休

業
・
生
産
調
整
の
た
め
の
一
時
帰
休

な
ど
、
経
営
上
の
都
合
や
障
害
に
よ
る

休
業
が
該
当
し
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
逆
に
「
使
用
者
の
責
に
帰

す
べ
き
事
由
」
に
当
た
ら
な
い
ケ
ー
ス

は
、
天
災
事
変
（
地
震
、
洪
水
、
火
災

な
ど
）
に
よ
る
休
業
が
あ
り
ま
す
。

　

天
災
事
変
に
よ
る
休
業
は
「
不
可
抗

力
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
使
用
者
の

責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
は
該
当
し
な
い

の
が
原
則
で
す
が
、
こ
こ
で
い
う
「
不

可
抗
力
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
２
つ

の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①　

そ
の
休
業
に
至
る
原
因
が
事
業
の

外
部
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
（
休
業
の
原
因
の
一
端
が
会
社
に

な
い
こ
と
）

②　

使
用
者
が
通
常
の
経
営
者
と
し
て

最
大
の
注
意
を
尽
し
て
も
な
お
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

　

具
体
的
に
は
、
地
震
等
の
天
災
事
変

に
よ
り
、
事
業
所
の
施
設
・
設
備
が
直

接
的
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
結
果
、
労

働
者
を
休
業
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い

よ
う
な
場
合
に
は
、
①
、
②
の
２
要
件

が
満
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
原
則
と
し
て
使
用
者
の
責
に
帰
す

べ
き
事
由
に
該
当
せ
ず
、
休
業
手
当
の

支
払
い
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
事
業
所
の
施
設
・
設
備
が

直
接
的
な
被
害
を
受
け
て
い
な
い
場
合

は
、
使
用
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に

該
当
し
、
休
業
手
当
の
支
払
い
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
取
引
先
や
通
信
・
交
通
網

が
天
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
原
材
料

の
仕
入
れ
や
製
品
の
納
入
等
が
不
可
能

と
な
っ
た
こ
と
で
労
働
者
を
休
業
さ
せ

た
よ
う
な
場
合
は
、
取
引
先
の
依
存
の

程
度
、
輸
送
経
路
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
、
他
の
代
替
手
段
を
取
り
得
た
か
ど

う
か
の
可
能
性
、
災
害
発
生
か
ら
の
期

間
な
ど
、
事
業
の
特
性
や
災
害
に
よ
る

影
響
、
使
用
者
と
し
て
休
業
回
避
の
た

め
に
講
じ
た
具
体
的
な
努
力
等
を
総
合

業
手
当
」
の
支
給
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

支
払
う
べ
き
場
合
と
そ
の
対
象

　

労
基
法
26
条
で
は
、「
使
用
者
の
責
に

帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
休
業
の
場
合
に

お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
休
業
期
間
中

当
該
労
働
者
に
そ
の
平
均
賃
金
の
１
０

０
分
の
60
以
上
の
手
当（
休
業
手
当
）を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、違
反
し
た
場
合
に
は
、30

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
休
業
手
当
」
に
つ
い
て
は
、

労
働
者
の
最
低
限
度
の
生
活
保
障
を
目

的
と
し
た
制
度
で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
状
況
が
「
使
用
者
の
責
に
帰
す
べ

き
事
由
」
に
当
た
る
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
実
務
上
は
会
社
側
に
起
因
す

る
経
営
、
管
理
上
の
障
害
を
広
く
含
む

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
使
用
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事

由
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
具
体

的
に
は
、

・
資
材
・
原
材
料
の
欠
乏

　

労
働
者
が
労
働
日
に
就
業
し
な
い

（
で
き
な
い
）
場
合
に
つ
い
て
考
え
る

と
き
、
そ
の
原
因
は
大
き
く
２
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。「
労
働
者
の
私
的
な
都

合
に
よ
り
就
業
で
き
な
い
」
ケ
ー
ス

と
、「
会
社
の
都
合
に
よ
り
就
業
で
き

な
い
」
ケ
ー
ス
の
２
つ
で
す
。

　

前
者
は
、「
労
働
者
が
風
邪
を
引
い

て
仕
事
を
休
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
に
労

働
者
自
身
の
都
合
に
よ
り
休
業
す
る
も

の
、
後
者
は
設
備
の
故
障
や
原
材
料
の

欠
乏
な
ど
経
営
上
の
都
合
に
よ
っ
て
労

働
者
の
就
業
が
不
能
と
な
り
休
業
す
る

も
の
で
す
。

　

双
方
の
ケ
ー
ス
の
う
ち
、
前
者
は
労

働
者
自
身
の
都
合
に
よ
る
休
業
で
す
か

ら
、「
ノ
ー
ワ
ー
ク
・
ノ
ー
ペ
イ
」
の

考
え
方
に
従
い
、
会
社
は
賃
金
支
払
い

の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
労
働
者
に

責
任
の
な
い
会
社
の
都
合
に
よ
る
休
業

と
な
り
ま
す
の
で
、
労
働
者
の
休
業
期

間
の
生
活
保
障
と
し
て
、
労
働
基
準
法

（
以
下
、
労
基
法
）
26
条
に
よ
り
「
休
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間
の
実
労
働
日
数
で
除
す
）
で
求
め
た

額
の
い
ず
れ
か
高
い
ほ
う
を
平
均
賃
金

と
し
て
用
い
ま
す
。

　

平
均
賃
金
の
算
定
方
法
に
つ
い
て

は
、
年
次
有
給
休
暇
取
得
時
の
給
与
を

平
均
賃
金
で
支
払
う
場
合
や
解
雇
予
告

手
当
、
懲
戒
処
分
と
し
て
減
給
の
制
裁

を
行
な
う
場
合
な
ど
に
も
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
正
し
く
理
解
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

休
業
手
当
と
休
業
補
償
の
違
い

　

と
こ
ろ
で
、
休
業
手
当
と
似
て
混
同

し
や
す
い
も
の
と
し
て
、「
休
業
補

償
」
が
あ
り
ま
す
。

　

休
業
補
償
は
、
正
確
に
は
労
基
法
76

条
（
休
業
補
償
）
で
定
め
ら
れ
て
い
る

労
働
者
が
、
業
務
中
の
ケ
ガ
あ
る
い
は

病
気
に
よ
る
療
養
の
た
め
に
働
け
な
く

な
っ
た
期
間
に
つ
い
て
受
け
ら
れ
る
給

付
金
の
こ
と
で
す
。

　

通
常
は
、
会
社
が
加
入
す
る
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
（
労
災
保
険
法
）
の

規
定
に
基
づ
い
て
、
労
働
基
準
監
督
署

に
請
求
す
る
こ
と
で
受
け
ら
れ
る
給
付

と
な
り
ま
す
。

　

労
働
者
が
「
働
け
な
い
」
こ
と
を
理

由
に
受
け
ら
れ
る
給
付
と
い
う
意
味
で

は
同
じ
で
す
が
、
給
付
の
理
由
や
手
続

き
は
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。�

●▲

３
か
月
間
に
、
そ
の
労
働
者
に
対
し
て

支
払
わ
れ
た
賃
金
の
総
額
を
、
そ
の
期

間
の
総
日
数
で
除
し
た
金
額
を
い
い
ま

す
。
賃
金
締
切
日
が
あ
る
場
合
は
、
直

前
の
賃
金
締
切
日
か
ら
３
か
月
遡
り
ま

す
。

⑵　

最
低
保
障
額
に
つ
い
て

　

賃
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
日
給

制
、
時
給
制
、
出
来
高
払
制
な
ど
の
場

合
は
、
最
低
保
障
に
関
す
る
算
定
方
法

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

図
表
１
の
原
則
の
例
に
よ
る
算
定
方

法
（
事
由
発
生
日
以
前
３
か
月
間
の
賃

金
総
額
を
事
由
発
生
日
以
前
３
か
月
間

の
総
日
数
で
除
す
）
と
図
表
２
の
算
定

方
法
（
事
由
発
生
日
以
前
３
か
月
間
の

賃
金
総
額
を
事
由
発
生
日
以
前
３
か
月

的
に
勘
案
し
て
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
先
の
①
、
②
の
２
要

件
を
満
た
す
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
、「
使
用
者
の
責
に
帰
す
べ
き
事

由
」
に
よ
る
休
業
に
は
該
当
し
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
近
時
多
発
す
る
大
型
台
風
な

ど
の
異
常
気
象
時
に
行
な
わ
れ
る
公
共

交
通
機
関
の
計
画
運
休
を
受
け
た
操
業

不
能
も
、
基
本
的
に
は
使
用
者
の
責
に

帰
す
べ
き
事
由
に
は
当
た
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

休
業
手
当
の
計
算
方
法

　

労
基
法
26
条
に
よ
っ
て
支
払
い
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
休
業
手
当
の
額

は
、
休
業
１
日
に
つ
き
、
平
均
賃
金
の

１
０
０
分
の
60
以
上
と
な
り
ま
す
。
こ

こ
で
い
う
平
均
賃
金
と
は
、
労
基
法
12

条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
平
均
賃
金
の
こ

と
で
あ
り
、
給
与
の
日
割
り
額
と
は
異

な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
日
給
１
万
円
の
労
働
者

の
休
業
手
当
が
６
０
０
０
円
と
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
な
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、

図
表
１
の
と
お
り
で
す
。

⑴　

原
則
の
算
定
方
法

　

平
均
賃
金
を
算
定
す
べ
き
事
由
の
発

生
し
た
日
（
本
稿
で
は
休
業
日
）
以
前

せ
ん
だ
　
し
ん
い
ち　

警
備
会
社
等
で
現
場
の
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
解
決
方
法
を
学
び
、
２
０
０
９
年
に
社
会
保
険

労
務
士
と
し
て
開
業
。
就
業
規
則
作
成
、
給
与
計
算
業
務
、
社
会
保
険
手
続
き
ほ
か
幅
広
く
中
小
企
業
を
支
援
。

図表１　平均賃金から休業手当を計算する

図表２　最低保障額の計算式

例：賃金締切日「毎月 20 日」（平均賃金の算定事由発生日「６月 10 日」）
　・５月分（4/21〜 5/20）　基本給 20 万円、通勤手当１万円
　・４月分（3/21〜 4/20）　基本給 20 万円、通勤手当１万円、残業手当２万円
　・３月分（2/21〜 3/20）　基本給 20 万円、通勤手当１万円、残業手当１万円

平均賃金 ＝
事由発生日以前３か月間の賃金総額

事由発生日以前３か月間の総日数

※円未満の端数が生じる場合
　平均賃金については、実際の計算で端数（小数点第３位以下）は切り捨て、上記の例では
休業手当は「7,415 円 73 銭× 0.6 ×休業手当の支払いが必要な日数」で求める。実際の支払
額について円未満の端数が生じた場合は、「50 銭未満を切り捨て、50 銭以上１円未満を１円
に切り上げ」の端数処理を行なう（就業規則に本項の端数処理よりも労働者に有利な定めが
ある場合は、その取扱いに従う）

平均賃金 ＝ ≒ 7,415 円 73 銭
21 万円＋ 23 万円＋ 22 万円

30 日＋ 31 日＋ 28 日

最低保障額 ＝ ×
事由発生日以前３か月間の賃金総額 60

事由発生日以前３か月間の実労働日数 100


